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中島健蔵は、専門としているフランス文学の分野のみならず、
日
本
の
文
学
者
・
知
識
人
ら
が
組
織
す
る
諸
団
体
に
お
い
て
も
大
き
な
活
躍
を
し
た
。
昭
和
九
年
（
’
九
三
四
年
）
に
評
論
「
懐
疑
と
象
徴
」
を
著
し、言論人として「デビュー」を果し、｜知識人として、以後
日
本
文
学
界
で
様
々
な
批
評
・
評
論
を
展
開
す
る
。
中
島
は
太
平
洋
戦
争
（注入）
開
戦
と
同
時
に
白
紙
徴
用
さ
れ
、
マ
レ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
地
域
へ
赴
く
こ
と
と
な
り
、
現
地
の
人
々
へ
の
「
日
本
語
」
普
及
に
努
め
た
。
本
稿
で
は
、
彼
が
「
文
壇
」
に
登
場
し
て
か
ら
徴
用
さ
れ
る
ま
で
の
彼
の
言
論
を
検
討
し
、
ど
の
よ
う
に
中
島
が
「
戦
争
」
と
、
そ
れ
に
突
き
進
ん
で
行
く
時
局
に
向
き
合
っ
た
の
か
を
論
じ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
。
文
壇
知
識
人
」
と
し
て
、
次
第
に
軍
国
主
義
が
高
ま
っ
て
い
く
な
か
で
戦
争
をどのように受け止めたか、さらに、中島の戦後の言論・一一一一口動
「善意の文学」の陥巽
一、はじめに 「
二
、
に
「
Ｌ
〆
し
Ｒ
Ｍ
Ｉ
α
ラ
ー
中
島
健
蔵
の
昭
和
十
年
代
Ｉ
の傾向が明らかになると同時に、日本の知識人が戦争状態にど
のように取りこまれていったのかということも見えるはずであ
る。ところで、日本の敗戦後、戦中のことについて語る作家は多
く
い
る
が
、
中
島
健
蔵
も
多
く
の
記
録
を
残
し
た
。
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
とも一一一一口える『回想の文学」（全五巻、昭和五二年・平凡社）を
はじめとして、多くの雑誌や新聞紙上で、昭和十年代を振り返
る作業が、彼自身の体験を語ることによって行なわれた。そも
そも、中島が「自分史」を書き残したのは、金芝河弾圧に対す
（注・一二
る日本ペンクラブの態度がきっかけであった。加轌えて安岡章大
（注・一二）
郎が戦前のペン倶楽部の批判を展開した際、誤解がある、この
ままではいけない、と中島が痛烈に感じたためでもある。すな
わち、戦前のペン倶楽部を知るものとしての「使命感」に駆ら
れているということが主な端緒である。よって、昭和初年代か
ら日本の敗戦までを書いた『回想の文学』執筆などの一連の作
松
下
奈
津
美
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本稿を進めるに当たり、「回想の文学』一巻から順を追って
検討していきたい。その前にまず、「回想の文学』についてだ
が、当時の日記と回想がない交ぜになった形式の「回想記」で
あ
り
、
青
年
時
代
の
昭
和
初
年
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
を
振
り
返
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
。
中
島
健
蔵
が
東
大
仏
文
科
に
入
学
し
た
の
は
大
正
十
四
年
で
、
三
好
達
業は、中島自身の「自分史」であるのは当然ではあるが、「中
島
健
蔵
」
と
い
う
日
本
の
知
識
人
を
代
表
す
る
人
物
が
回
想
を
書
く
と
い
う
行
為
に
は
、
昭
和
初
年
代
か
ら
昭
和
二
十
年
に
至
る
ま
で
の
日
本
知
識
人
の
思
想
や
言
動
の
動
向
が
か
な
り
含
ま
れ
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
自
分
史
」
を
残
す
と
い
う
よ
り
は
、
戦
後
か
な
り
の
時
を
経
て
か
ら
の
回
想
に
、
昭
和
十
年
代
の
彼
自
身
の
「
証
言
」
に
よ
る
語
り
直
し
と
し
て
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
自
身
の
回
想
と
い
う
よ
り
も
、
歴
史
の
語
り
直
し
作
業
で
あ
る
。
こ
の
論
考
で
は
、
自
分
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
前
の
ペ
ン
倶
楽
部
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
文
壇
の
状
況
を
語
る
こ
と
、
も
し
く
は
総
括
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
自
負
に
も
近
い
行
為
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
島
が
戦
前
に
つ
い
て
語
っ
た
『
回
想
の
文
学
」
を
史
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
回
想
の
な
か
で
暖
昧
に
書
か
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
検
証
し
、
中
島
が
当
時
、
ど
の
よ
う
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
ど
の
よ
う
に
問
題
を
解
決
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。
更
に
そ
れ
は
必
然
的
な
「
伏
線
」
と
し
て
、
徴
用
後
の
彼
の
言
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
｜｜、中島健蔵の「善意の文学」
治、小林秀雄、今日出海らと同期である。当時は、辰野隆が助
教授として教鞭を執っていた。中島は学部の課程が修了すると、
大
学
院
へ
と
進
み
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
特
に
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
ら
の
翻
訳
を
手
が
け
、
そ
の
頃
か
ら
訳
書
を
多
く
出
版
し
は
じ
め
て
い
る
。
傍
ら、「仏蘭西文学研究」（大正十四年～昭和五年、全九輯）とい
う雑誌の編集に携わる。『仏蘭西文学研究」が消滅した後、そ
れを継承するように、『季刊文芸評論」を中島の手で編集する
こ
と
と
な
っ
た
。
東
大
院
を
修
了
し
、
助
手
と
し
て
働
き
は
じ
め
る
昭
和
五年頃から中島は徐々に、公の一一一一口論活動に携わっていくことと
なる。たとえば、昭和六年の『作品」に載せられているヴァレ
リーの翻訳や、同年十月に発行された「書物春秋」（月刊非売
品）のなかの、「書物の問題」という文章などが挙げられる。
この頃から中島はメモ風の日記の中で「善意の文学」という一一一一口
葉
を
用
い
、
自
ら
の
文
学
に
対
す
る
姿
勢
を
固
め
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
「善意の文学」とは、宮澤賢治の影響を受けた中島自身の言葉
で
あ
る
。
少
々
長
く
な
る
が
、
引
用
す
る
。
宮沢賢治の一生は、文学を包みながら文学を超えて、ま
さ
に
生
き
ざ
ま
の
問
題
を
わ
た
く
し
に
さ
し
つ
け
て
き
た
。
ほ
か
に
も
、
自
然
科
学
そ
の
他
の
領
域
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
文
学
者
は
大
ぜ
い
い
る
。
（
略
）
そ
れ
ら
の
い
と
な
み
が
、
揮
然
と
一
つ
の
流
れ
と
な
り
、
詩
と
な
っ
て
か
が
や
き
き
ら
め
い
た
、
と
い
う
の
は
特
別
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
分
と
し
て
は
、
生
き
ざ
ま
の
理
想
の
実
現
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
何
よ
り
も
決
定
的
だ
っ
た
の
は
、
徹底した「善意」の力であった。（略）人間の善意などは、
三
文
の
値
う
ち
も
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
世
相
で
あ
っ
た
。
文
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と、「善意」についての中島なりの解釈が展開されている。
「
善
意
」
と
い
う
言
葉
は
、
中
島
が
少
な
く
と
も
戦
争
中
頃
ま
で
は
か
な
り意識していた言葉である。証拠に、『回想の文学」中、文学
を
続
け
て
行
く
事
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
時
代
に
お
い
て
、
確
認
す
る
か
の
よ
う
に
「
宮
澤
賢
治
だ
っ
た
ら
ど
う
考
え
る
か
」
と
宮
澤
賢
治
の
思
想
と
照
ら
し
合
わ
せ
よ
う
と
試
み
る
。
中
島
に
と
っ
て
、
宮
澤
賢
治
は
、
時
中島は「善意」という一一一一口葉を宮澤賢治から借りて、この言葉
で「時局」・「時代」の危機を乗り越えようとしている。右記の
引
用
は
、
そ
の
決
意
の
顕
わ
れ
と
も
取
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
善
意
」
の
「文学」へ発展していく。この四ヶ月後の日記を見ると、
こ
こ
に
い
う
「
善
意
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
意
志
」
で
は
な
い
。
動機でもなく、倫理評価の規格でもない。「関心」（オキュ
パ
シ
オ
ン
）
の
、
あ
る
状
態
を
指
す
。
も
ち
ろ
ん
「
無
関
心
」
と
か
「悪意」とかに対立するものだが、探求の目的は、実は、
関心の状態にある。それを「あるがまま」の形で、対象化
せずに探ることを目的とする。ｓ回想の文学②』）
評
価
に
も
そ
ん
な
調
子
が
強
か
っ
た
。
わ
た
く
し
は
、
心
ひ
そ
か
に
そ
れ
に
反
擢
し
て
い
た
。
宮
沢
賢
治
を
知
る
に
お
よ
ん
で
、
わ
た
く
しは、わたくしなりに自信を回復した。「善意」を強調す
れ
ば
、
軽
ん
じ
ら
れ
る
に
き
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
お
そ
れ
ず
に
、
押し通して生きようというのが、わたくしの決心となった。
ｓ回想の文学②』）
こ
れ
は
昭
和
九
年
の
日
記
中
の
文
章
で
あ
る
が
、
か
な
り
強
い
調
子
で
書
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
本
文
そ
の
も
の
の
ほ
か
、
代
を
客
観
的
に
鑑
み
る
材
料
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
｜
見
誰
か
ら
も
非
難
さ
れ
な
い
よ
う
な
、
便
利
で
は
あ
る
が
し
か
し
そ
の
実
体
は
ま
る
で
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
荘
た
る
も
の
と
し
て
、
今
わ
れ
わ
れ
の
眼
に
映
る
こ
の
「
善
意
」
の
文
学
は
、
戦
争
前
に
、
「
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト」、「自由主義者」をもって、自他ともに認じていた中島にと
り
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
言
葉
と
し
て
今
一
度
検
証
し
て
お
く
必
要
が
あ
る。ここでわれわれの疑問は当然にも、中島によって「善意」を
仮託された「文学」そのものと、「善意」であることを求める
当
時
の
文
脈
と
、
双
方
に
向
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
日
記
に
し
ばしば登場するこの「善意」という言葉は、中島がどのように
文
学
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
錯
綜
と
混
迷
を
窮
め
た
昭
和
十
年
代
の
知
識
人
の
「
乗
り
越
え
方
」
ｌ
ア
ポ
リ
ァ
を
問
う
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
未
明
、
断
乎
た
る
決
心
を
す
る
。
要
す
る
に
今
日
ま
で
長
い
間
考
えてきた「徹底的善意」の追求に誤りはない。誤りがあっ
た
と
し
て
も
、
も
は
や
後
へ
は
ひ
け
な
い
。
い
よ
い
よ
残
っ
た
の
は
実
行
だ
。
お
そ
ら
く
、
僕
の
希
望
は
実
現
可
能
だ
。
（
略
）
で
き
れ
ば、一人の幸福が、周囲を犠牲にすることなく、必ず周囲
を照らすような幸福を、積極的に作りあげること。（「回想
の文学』②）
4６
Hosei University Repository
｢善意の文学」の陥奔
こ
こ
で
、
回
想
記
の
補
強
の
た
め
に
当
時
の
文
学
、
思
想
的
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
衆
知
の
通
り
、
昭
和
八
年
に
は
小
林
多
喜
二
が
虐
殺
さ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
徹
底
的
に
弾
圧
さ
れ
た
一
方
、
五
月
に
は
、
ナ
チ
ス
の
焚
書
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
い
ち
は
や
く
抗
議
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
な
く
、
日
本
の
知
識
人
（注・四）
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
、
こ
こ
か
ら
徳
田
秋
声
を
会
長
と
す
る
「
学
巻
云
自
由
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
日
本
の
知
識
人
ら
が
自
主
的
に
表
明
し
た
日
本
初
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
考
え
て
良
い
も
の
で
〈注・瓦）
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
運
動
も
「
文
辻
云
懇
話
会
」
の
出
現
に
よ
っ
て
わ
ず
か
一
年
で
消
滅
す
る
。
期
を
同
じ
く
し
て
、
小
松
情
が
「
行
動
主
義
」
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
す
る
。
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
精
通
し
て
い
る
中
島
は
、
小
松
か
ら
「
行
動
主
義
」
に
つ
い
て
い
ち
早
く
情
報
を
与
え
ら
れ、「理論的には賛成」と『回想の文学』のなかで表明してい
る。「行動主義」運動は、小松・舟橋聖一・青野季吉が中心と
な
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
、
青
野
は
、
「
能
動
的
精
神
の
台
頭
について」（『行動』’九三四・’一月号）のなかで、「行動主
義
」
を
、
「
知
識
人
の
高
い
精
神
的
自
由
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
欲
求
と
この前後の文脈を読んでみても、「善意」が中島にとって具体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
先
ほ
ど
の
日
記
か
ら
し
て
も、「意志でも倫理でもない」のだが、確実に言えるのは、「善
意」を「積極的」に尽くすという彼のこの信念は、この後の中
島
の
行
動
を
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
三、中島健蔵と「自由主義」
こ
の
「
能
動
的
精
神
」
と
は
、
前
述
の
青
野
の
文
章
を
借
り
る
と
、
「正直にそれ弓能動的精神」を指す、論者注）を発揮すること
に
よ
っ
て
、
社
会
の
進
歩
的
な
動
向
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る」ものとされている。ここに、中島がのちに回想する「当時
のわたくしは、「紋章』の山下久内のように、疑い深く、非行
動
的
に
な
っ
て
い
た
。
頭
が
空
回
り
を
し
て
、
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
か
、
新
し
い
自
由
主
義
の
原
理
を
う
ち
立
て
て
、
そ
れ
を
行
動
の
指
針
と
しようとする欲求とかのうち」と紹介し、この具体例として横
光利一の『紋章』を挙げている。『紋章』については、当時の
知
識
人
の
雰
囲
気
を
良
く
観
察
し
、
書
い
て
い
る
と
い
う
評
価
を
中
島
自
（注・六〉
身もしている。ちなみに、『紋章」の主人公のモーアルは河上徹
太郎だといわれており、小松の見解では、横光の作品が日本に
おける「行動主義」を体現した文学を代表するものとされる。
その「紋章」を書いた横光の視線の先には、河上のほか、中島
が
映
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
当
時
の
二
人
は
毎
日
の
よ
う
に
良
く
会っており、横光は中島に宮澤賢治を紹介したほか、中島に次
の
よ
う
に
進
言
し
た
事
が
あ
る
。
小
林
（
秀
雄
）
、
河
上
（
徹
太
郎
）
の
世
界
と
、
一
般
文
壇
の
世
界
と
の
間
に
は
、
大
へ
ん
な
空
白
が
あ
る
、
そ
こ
を
暴
れ
ま
わ
れ
と
い
う
。
ま
た
、
「
通
俗
に
し
て
非
俗
」
の
問
題
を
も
っ
と
は
っ
き
り
書けという。（略）「やはり文壇を動かさなければだめだ、
そ
う
で
な
い
と
文
壇
に
動
か
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
」
こ
れ
も
一
種
の「能動的精神」であろう。（「回想の文学②乞
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（注・七）
ていたのである。」ことと、横光が中島に向かって進一一一一口したこ
と
と
が
重
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
改
め
て
横
光
が
使
っ
た
意
味
で
の
「
文
壇
」
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
横
光
は
、
小
林
・
河
上
の
世
界
と
一
般
文
壇
と
の
空
白
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
、
ま
た
、
「空白」の意味するものは何かという問いを投げかけられるの
ではないか。当時「頭が空回り」していた知識人たちは、時勢
をじっと観察するかのように、いわゆる「文壇」の中に入って
はいかなかった。横光が指摘した「空白」とは、河上・小林が
「
文
壇
」
や
「
文
壇
」
に
鎮
座
し
て
い
る
よ
う
な
長
老
な
ど
に
く
っ
て
か
か
る
よ
う
な
行
為
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
間
を
中
島
に
暴
れ
ろ
、
と
い
う
こ
と
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
中
島
は
、
こ
の
時
点
で
は
、
そ
う
い
っ
た
意
識
は
な
く
、
と
に
か
く
自
分
の
居
場
所
が
な
か
っ
た
状
況
で
は
な
か
っ
た
か
。
で
な
け
れ
ば
、
「
空
回
り
」
と
い
う
言
葉
な
ど
は
出
ず
に
、
「
能
動
的
精
神
」
を
実
践
す
る
方
向
へ
と
「
積
極
的
」
に
す
す
ん
だ
は
ず
で
あ
ろ
う
。
だ
が
改
め
て
考
え
た
時
に
、
後
世
の
「
自
分
史
」
作
成
に
お
い
て
、
横
光との対話が登場するのは、「文壇」そのものの再検討を経ず
に
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
「
紹
介
」
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
島
に
も
「
文
壇」が染みついていて、自己批判の視点が失われていることを
意
味
す
る
。
当
時
、
中
島
や
横
光
ら
は
意
識
し
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
確
実
に
存
在
し
て
い
る
「
文
壇
」
が
こ
こ
に
露
呈
し
て
い
る
。
横
光
は
、
中
島
に
河
上
・
小
林
の
間
と
「
文
壇
」
の
間
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
が
、
河
上・小林も含めて「文壇」内にいるということに彼らはあまり
に無意識でありすぎた。結局、ここで用いている「文壇」とは、
小さなコミュニティの「ギルド的」、もしくは「心境告白的小
説」を書く「既成作家」を指しているのであろうが、ここには
明示されてはいない。が、中島の場合に限って一一一一口えば、「文壇」
を特別カテゴライズせずに「なんとなく」ではあるが「しっか
りと」日本の「文壇」に根を張るようになっていった。次第に
時流が戦争に進むにつれて、中島の一一一一口動も暖昧な一一一一口い回しが多
く
な
っ
て
い
く
。
やがて中島は『回想の文学』で、行動主義を次のように批判
する。
舟
橋
聖
一
の
「
能
動
的
精
神
」
と
、
小
松
清
の
「
行
動
主
義
」
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
わ
た
く
し
は
は
じ
め
か
ら
疑
問
を
持
っ
て
いた。フランスでの「行動的ユマニスム（ヒューマニズム）」
は
、
（
略
）
文
学
運
動
と
は
次
元
が
ち
が
う
も
の
で
あ
っ
た
。
舟
橋
の「能動的精神」が、日本の文芸界の、あまりにも情緒的、
身
辺
的
、
非
行
動
的
で
、
社
会
問
題
や
政
治
へ
の
無
関
心
が
ひ
ど
す
ぎ
る
こ
と
に
対
す
る
不
服
の
提
唱
で
あ
り
、
警
告
で
あ
り
、
意
思
表
示
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
わ
た
く
し
に
も
賛
成
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
（
略
）
舟
橋
は
、
「
エ
リ
ー
ト
意
識
と
い
え
ば
い
え
る
が
、
ぼ
く
は
能
動
精
神
で
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
こ
そ
新
し
い
社
会
変
革
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
も
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
、
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
文
学
運
動
と
は
次
元
が
ち
が
っ
て
し
ま
う
。
小
松
清
が
持
ち
込
ん
だ
行
動
主
義
は
、
文
学
者
や
思想家など、非行動的だった人々の行動宣言ではあったが、
思想や芸術の運動ではなかった。（『回想の文学②こ
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前章でも「文壇」について論及したが、少々詳しく中島健蔵
と「文壇」について考察する。中島は、昭和九年に「懐疑と象
徴
」
を
発
表
す
る
の
と
平
行
し
て
、
精
力
的
に
日
本
文
学
者
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
昭
和
九
年
に
会
っ
た
と
中
島
本
人
が
言
っ
て
い
る
作
家
を
挙
げ
て
み
る
と
、
河
上
徹
太
郎
、
小
林
秀
雄
、
永
井
龍
男
、
青
山
二
郎
、
横
光
利
一
、
今
日
出
海
、
久
保
田
万
太
郎
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
時
、
日
本
の
「
文
壇
」
に
良
か
れ
悪
し
か
れ
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
といっている。「はじめから疑問をもっていた」というなら、
な
ぜ
「
は
じ
め
」
に
言
わ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
逆
に
生
ま
れ
て
し
ま
う
が
（
後
に
な
っ
て
言
う
の
が
彼
の
常
套
手
段
な
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
）
、
こ
こ
で
は
元
来
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
入
っ
て
き
た
行
動
主義そのものを批判しているというよりも、日本に輸入されて
からの「能動的精神」を批判している。文学運動としての日本
での「行動主義」は、結局、「理論」が単に「能動的精神」と
いう言葉に置き換えられ、「能動的精神」というこの字面だけ
が
宙
に
浮
き
、
日
本
に
は
根
付
く
こ
と
無
く
実
現
不
可
能
な
も
の
と
な
っ
てしまった。言ってみれば、日本での行動主義は〃空中分解“
し
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
後
も
中
島
が
言
論
活
動
を
続
け
るなかで、「善意を持って」・「積極的に行動」していこうとす
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
〃
空
中
分
解
〃
し
て
し
ま
っ
た
「
行
動
主
義
」
を
た
え
ず
意
識
し
、
そ
の
実
践
を
試
み
続
け
る
一
方
、
そ
の
批
判
者
と
も
な
り
得
る
二
律
背
反
の
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
四、戦争までの一一一一口論と「文壇一」
た
で
あ
ろ
う
人
物
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人
々
と
交
流
す
る
事
が
、
回
想
を
見
る
と
、
中
島
に
と
っ
て
は
有
益
で
あ
り
、
彼
ら
の
名
前
を
記
す
作
業
に
悦
び
を
も
っ
て
日
記
を
記
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を受ける。
昭和十年にはいると、「回想の文学」の中には、より多くの
日
本
文
学
者
の
名
前
が
挙
が
り
は
じ
め
る
。
そ
こ
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
「文壇」御用達料亭「はせ川」へ赴き、作家らと歓談すること
が
多
く
書
か
れ
、
昼
間
は
東
大
や
法
大
で
の
講
義
の
内
容
な
ど
が
多
く
書
かれており、「文士」と「教授」の、まさに「二足の草鞍」を
履くような生活が描かれている。東大仏文の友人関係のほか、
「文科」、「作品」、「文学界」の同人、加えて「はせ川」で知り
合
っ
た
作
家
等
が
中
島
の
「
文
壇
」
交
友
関
係
を
濃
い
も
の
に
し
、
日
本
文
学
系
の
文
芸
雑
誌
に
多
く
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
頃
、
中
島
に
と
っ
て
文
芸
雑
誌
の
座
談
会
が
増
え
た
の
と
同
時
に
、
文
芸
家
協
会
に
入
会
、
す
ぐ
の
ち
に
評
議
員
に
もなるほどであった。このほか、中島の昭和十年代の一一一一口動を自
ら
公
表
す
る
も
の
は
全
て
、
「
誰
と
会
い
、
誰
の
作
品
を
読
み
、
ど
こ
の
雑誌で座談会をし、どこの団体の委員会、会合に出席した」と
いう形式がかなり多く登場する。そして、回想記から見て取れ
る
こ
と
は
、
中
島
は
、
日
記
を
後
世
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
「
善
意
の
文
学
」
と
い
う
言
葉
が
代
表
す
る
よ
う
に
、
自
己
の
正
当
性
（
先
ほ
ど
の
引
用でも、「善意」は倫理ではないと言っているが、「悪意」の裏
返しの一一一一口葉としては正義、もしくは正当性という言葉は有効だ
ろ
う
）
を
「
告
白
」
し
、
時
代
の
正
鵠
を
穿
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
説
得
力
を
つ
け
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
中
島
の
言
動
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
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昭和十年（一九三五年）一一一月一一一一一日、衆議院における「国体
に
関
す
る
決
議
」
が
可
決
さ
れ
、
中
島
は
こ
の
可
決
こ
そ
が
戦
争
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
第
一
歩
だ
と
い
う
認
識
を
今
後
一
貫
し
て
持
つ
こ
と
と
な
る
。
こ
の
後
か
ら
は
い
か
に
文
学
的
立
場
を
取
る
か
、
政
治
と
文
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
る
メ
モ
書
き
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
そして、自身も「政治的になった」と自覚する文章が見られる。
ち
な
み
に
次
に
引
用
す
る
文
章
は
、
昭
和
十
四
年
、
「
昭
和
研
究
会
」
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
反駁の標的にされることは少なかったし、彼自身「知識人」」
「文壇」の間で揺れながら、文芸評論を公表していた。自己保
身
的
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
辛
辣
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
彼
の
挙
動
は
、
場
所
や
時
を
選
ば
ず
し
て
、
一
見
進
歩
的
か
つ
自
由
に
振
る
舞
え
て
い
た
し、中島が手探りながらも模範的「文士」としての立ち居振舞
い
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
戦
前
、
戦
中
、
そ
し
て
戦
後
を
過
ご
し
て
い
たと考えられる。このことが、中島が「善意」の「文学」に対
し
て
託
し
た
こ
と
と
並
列
の
関
係
に
あ
る
。
正
し
い
意
味
の
合
理
主
義
を
逆
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
右
傾
の
流
れ
に
対
し
て
は
、
抵
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
左
翼
エ
リ
ー
ト
式
な
教
条
主
義
で
は
神
が
か
り
の
盲
信
に
は
勝
て
な
い
。
い
っ
そ
、
そ
う
い
う
い
ざ
こ
ざ
か
ら
の
が
れ
て
、
方
丈
の
庵
に
引
っ
こ
も
う
と
し
て
も
、
事
態
は
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
五
、
戦
争
ま
で
引
用
し
た
文
章
は
、
時
流
が
右
傾
化
し
て
い
く
中
で
、
ど
こ
に
中
島
自
身
の
文
学
的
ス
タ
ン
ス
を
決
め
る
か
、
ま
た
、
「
善
意
の
文
学
」
を
実
行
させるがため、組織の中に汲み取られんとする個人的な「抵抗」
と
も
読
め
る
。
昭
和
十
年
代
に
突
入
し
、
次
第
に
戦
争
へ
と
進
む
状
況
下
で
、
彼
自
身
の
言
論
も
い
よ
い
よ
切
迫
し
て
く
る
。
当
時
発
表
さ
れ
た
「
自
由
主
義
」
に
関
す
る
文
章
も
か
な
り
暖
昧
で
あ
り
、
渡
邊
｜
民
は
『近代日本の知識人」のなかで、「一年四ヶ月のあいだに、中島
の
文
体
が
何
よ
り
も
よ
く
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
語
ら
れ
る
場
そ
の
も
のが本質的に変わってしまっている」、三「自由主義」という）
お
な
じ
事
柄
を
語
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
危
機
意
識
と
勇
気
と
決
断
を
要
す
る
こ
と
だ
っ
た
か
、
わ
た
し
は
や
は
り
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
と
中
島
の
文
章
の
暖
昧
さ
を
同
情
的
に
捉
え
て
い
る
。
た
し
か
に
特
筆
に
価
す
る
ほ
ど
こ
の
頃
の
中
島
の
文
章
は
暖
昧
で
あ
る
し
、
当
時
の
検
閲
な
ど
の
状
況
か
ら
察
し
て
も
、
危
な
い
橋
を
渡
り
ながらの作業であったとはおもう。
「
我
々
は
、
た
だ
、
漫
然
と
生
き
て
い
る
つ
も
り
で
い
な
が
ら
、
周
囲
の
空
気
に
抵
抗
を
感
ず
る
。
歩
度
を
ゆ
る
め
て
み
て
も
、
そ
の
抵
抗
は
へ
ら
な
い
。
走
れ
ば
倒
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
や
む
を
得
ず
立
ち
ど
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
か
え
っ
て
、
行
動
感
が
生
れ
そ
う
に
な
っ
たりする（つまり非協力だ。）……。」これは、すでに進行
し
つ
つ
あ
る
国
全
体
の
右
翼
化
の
流
れ
の
中
に
生
き
る
わ
た
く
し
の
自画像であった。Ｓ回想の文学②」）
いる。ｓ回想の文学②」）
５０
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こ
れ
は
、
昭
和
十
四
年
の
日
記
で
あ
る
が
、
次
第
に
国
家
の
言
論
統
制
が厳しくなっていることを物語っている。厳しい検閲の下、ど
の
作
家
も
作
家
と
し
て
生
き
残
っ
て
行
く
方
法
を
問
わ
れ
て
お
り
、
中
島
は、「組織に身を委ねることによって身の安全を守る」、つまり
合法的な組織にさえ入っていれば、言論の場が失われる危倶が
少なくなり、そこを積極的に、徹底的に身を埋めていこう、と
考えたと読み取れる。ただ、「それまでは、重荷と感じ」てい
た各団体組織に関する活動も、回想記を読む限りでは、特に重
荷
と
感
じ
て
い
る
よ
う
な
文
章
・
言
動
は
な
い
。
引
用
で
も
出
て
く
る
ペ
ン
倶
楽
部
に
関
し
て
だ
け
言
え
ば
、
当
時
「
満
洲
」
占
領
で
国
際
ペ
ン
ク
これまで、日本の「文壇」の中に身を投じ、中心で安泰する
こ
と
に
奔
走
し
て
き
た
中
島
が
、
今
度
は
次
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
取
る
こ
と
と
な
る
。
わたくしは、やがて来るに相違ない文化統制に対して、
上
か
ら
の
官
僚
統
制
の
圧
力
の
ま
ま
に
動
か
さ
れ
て
い
た
ら
、
大
へ
（注・八）
ん
な
こ
と
に
な
る
と
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
組
織
運
動
に
接触しながら、体当たりの防衛に当る決心をした。すでに
既成の事実として、ペン倶楽部の常任理事、文芸家協会の
評議員、（当時の体制では、評議員会は、戦後の理事会の
ような機能を持っていた。）「文学界」の同人、昭和研究会
文
化
問
題
研
究
会
委
員
な
ど
、
そ
れ
ま
で
は
、
重
荷
と
感
じ
、
た
え
ず
脱
出
を
考
え
て
い
た
よ
う
な
自
分
の
関
係
を
、
積
極
的
に
活
用
す
る決心をした。二回想の文学④』）
ラブから孤立を余儀なくされていた日本ペン倶楽部の常任理事
を引き受けたのは、当時常任理事であった勝本清一郎が京都の
検
事
局
か
ら
ペ
ン
倶
楽
部
を
辞
め
ろ
と
強
要
さ
れ
、
そ
の
後
任
を
引
き
受
け
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
回
想
記
を
順
に
読
ん
で
い
く
と
、
先
述
し
た
昭和九年頃から、中島のペン倶楽部に対する態度は、多少消極
的とも取れるが、外国人作家などが日本に召喚された際などは
積極的に参加していたし、多少なりとも組織との関わりを持っ
て
い
た
よ
う
だ
。
直
々
に
常
任
理
事
の
後
任
を
依
頼
し
た
勝
本
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
認
め
た
上
で
こ
そ
中
島
に
後
任
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
も
「
善
意
の
文
学
」
を
貫
く
と
い
う
態
度
で
臨
ん
で
き
た
中
島
だ
が
、
改
め
て
「
積
極
的
に
（
組
織
を
）
活
用」するということにどのような意図が含まれているのか。
これは昭和十三年十月一一十一日の日記である。中島にとって、
「
善
意
の
文
学
」
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
的
な
こ
と
か
ら
距
離
を
政
治
を
嫌
い
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
政
治
に
捲
き
こ
ま
れ
て
行
く
。
政
治
の
一
ば
ん
い
や
な
と
こ
ろ
は
、
条
件
的
に
表
裏
が
あ
り
、
必
然
的
に
皮
相
的
な
表
現
を
と
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
い
ま
の
ま
ま
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
表
現
も
、
や
む
を
え
ず
皮
相
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
時
に
、
文
学
が
成
功
す
る
と
は
思
え
な
い
。
従
っ
て
、
こ
ち
ら
も、皮相的なところで、まず皮相そのものを破る努力が必
要
に
な
っ
て
い
る
。
皮
相
を
皮
相
と
知
り
つ
つ
、
ほ
ん
も
の
の
扱
い
で押して行くことによって、皮相が皮相でいられなくなる
ようにするのだ。Ｓ回想の文学④」）
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取
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
と
捉
え
て
良
い
。
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
中
島
は
文
学
よ
り
も
政
治
の
方
が
格
段
に
蔑
む
も
の
の
対
象
で
あ
り
、
忌
み
す
る
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
で
も
な
お
、
自
ら
の
文
学
的
立
場
を
守
る
た
め
に
、
政
治
に
加
担
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
分
の
立
場
を
恨
め
し
く
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
しかしこの心理は、一方において「文学」を非政治的な「善
意
」
と
し
て
あ
り
得
る
も
の
と
し
、
他
方
、
機
会
に
よ
っ
て
伸
縮
自
在
な
文学者の「良心」を可能にする。しかし中島が、政治的と組織
の
問
題
を
、
自
分
自
身
の
内
に
あ
る
文
学
の
問
題
と
同
質
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
は
い
な
い
こ
と
は
、
先
の
「
文
壇
」
の
く
だ
り
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
島
は
、
「
善
意
の
文
学
」
の
実
践
を
、
状
況
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
、
「
文
壇
」
内
政
治
的
組
織
の
活
動
に
依
っ
て
で
も
果
そ
う
と
す
る
。
中
島
の
企
て
る
「
善
意
の
文
学
」
は
、
宮
澤
賢
治
を
た
よ
り
に
得
た
「中島流・政治と文学」の対立への「解答」ともみてとれるが、
そ
れ
は
実
践
的
に
は
〃
厭
政
“
的
な
気
分
を
背
景
に
し
た
時
局
へ
の
適
応
策
で
あ
る
以
上
、
真
の
意
味
で
の
政
治
批
判
を
意
味
・
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
「
善
意
」
は
む
し
ろ
、
爾
後
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
彼
の
「
文
学
」
と
行
動
と
を
巧
妙
に
保
証
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
と
な
る
這う。こ
の
後
、
昭
和
十
五
年
に
は
国
家
に
よ
り
昭
和
研
究
会
の
解
散
を
強
制
さ
れ
、
同
時
に
、
大
政
翼
賛
会
文
化
部
設
置
が
行
な
わ
れ
る
。
翼
賛
会
の
部
長
に
は
岸
田
国
士
が
就
任
す
る
が
、
こ
の
人
事
も
、
岸
田
を
推
し
た
三
木
清
か
ら
中
島
は
相
談
を
受
け
て
い
る
。
戦
後
、
公
職
追
放
と
な
っ
た
岸
田
に
対
し
て
、
中
島
は
自
責
の
念
を
持
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
が
、
翼賛会発足当時はとにかく「言論文化」を守りたいという一心
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
通
り
、
中
島
健
蔵
は
か
な
り
積
極
的
に
「
行
動
」
し
、
「
実
践
」
を
意
識
す
る
人
間
だ
と
い
う
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
自
ら
の
選
択
、
ま
た
は
依
頼
さ
れ
、
各
職
能
団
体
の
役
員
な
ど
を
引
き
受
け
、
昭
和
十
七
年
、
八
ヶ
月
に
及
ぶ
徴
用
時
代
に
至
っ
て
は
積
極
的
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
「
昭
南
日
本
語
学
園
」
の
運
営
、
指
導
に
あ
た
り、とかく言論よりも行動で「文学」を実践していた。「昭南
日
本
語
学
園
」
に
お
い
て
の
活
動
は
別
の
場
所
で
論
じ
る
予
定
だ
が
、
「
占
領
者
」
と
し
て
、
現
地
の
人
々
に
日
本
語
を
積
極
的
に
普
及
し
た
行
為
は
、
や
は
り
昭
和
十
年
代
の
彼
の
行
動
・
言
動
に
源
流
が
あ
る
。
つ
ま
で
、
岸
田
を
城
壁
代
わ
り
と
し
た
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
告
白
し
て
い
る
。
だ
が
、
岸
田
の
防
波
堤
も
、
押
し
寄
せ
る
言
論
統
制
の
波
を
跳
ね
返
す
こ
と
も
な
く
時
流
に
飲
ま
れ
て
し
ま
う
。
前
述
の
通
り
、
党
派
性
を
意
味
す
る
政
治
を
忌
み
嫌
う
中
島
だ
が
、
そ
の
中
で
取
り
込
ま
れ
つ
つ
個
人
の
文
学
を
実
践
し
、
守
ろ
う
と
す
る
行
為
は
結
果
的
に
、
文
学
を
守
る
た
め
に
は
党
派
性
を
帯
び
て
い
る
文
学
の
組
織
に
も
関
わ
り
を
持
っ
て
、
た
と
え
そ
の
組
織
が
戦
争
に
加
担
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
も
、
自
ら
の
文
学
の
場
を
守
り
さ
え
す
れ
ば
、
つ
ま
り
自
分
の
文
学
が
ピ
ュ
ア
な
よ
う
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
自
己
の
良
心
が
満
た
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
記
を
読
む
限
り
、
中
島
は
昭
和
十
七
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
徴
用
さ
れ
る直前まで、文学的思考にさして変化が見られないのは「善意」
と
い
う
文
学
的
立
場
が
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か。
六
、
「
善
意
の
文
学
」
の
陥
穿
５２
Hosei University Repository
｢善意の文学」の陥奔
り
、
党
派
性
を
嫌
い
な
が
ら
も
、
組
織
の
中
で
イ
ノ
セ
ン
ト
に
生
き
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
実
践
と
し
て
の
「
文
学
」
Ⅱ
「
善
意
の
文
学
」
は
保
持
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
彼
の
「
善
意
の
文
学
」
は
ど
こ
ま
で
も
無
傷
な
のである。
「善意」を否定しはしないが、しかし、「善意の文学」は、中
島
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
も
文
学
を
実
践
す
る
上
で
の
「
掛
け
声
」
、
「
ス
ローガン」的な役割を持つものであり、昭和十年代を「善意の
文学」という言葉を掲げて「文学」を「実践」、「行動」し尽く
したところに、「善意の文学」の陥穿はある。
一往
、
一一一、
一一、
一
般
に
、
徴
用
さ
れ
る
際
に
届
く
も
の
を
「
赤
紙
」
と
読
ん
で
い
た
の
に対して、「文士徴用」された者には「白紙」で届いたので
「白紙徴用」と呼んでいる。
韓
国
の
抵
抗
詩
人
、
金
芝
河
が
朴
政
権
（
当
時
）
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
代
表
は
、
韓
国
ま
で
出
向
き
、
金
氏
死
刑
判
決
の
助
命
嘆
願
を
し
た
。
そ
の
際
、
ソ
ウ
ル
で
の
記
者
会
見で日本ペンクラブの代表者は、「金氏の有罪判決は言論弾
圧
と
は
言
え
な
い
」
と
発
表
、
こ
の
発
言
に
よ
り
日
本
国
内
で
厳
し
い
批
判
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
有
吉
佐
和
子
を
は
じ
め
と
す
る
ペ
ン
ク
ラ
ブ
脱
退
、
続
い
て
緊
急
理
事
会
で
は
、
記
者
会
見
の
発
言
は
「
個
人的見解」とし、日本ペンクラブの公式見解を否定、責任の
所在を暖味にした。（参考・「回想の文学①ご
「朝日新聞」九月四日の夕刊に出た安岡章太郎の『ペンクラ
ブ
と
〃
自
由
」
と
い
う
寄
稿
を
読
ん
だ
の
が
、
わ
た
く
し
の
回
想
執
筆のきっかけになったのである。」とある。（参考・『回想の
文学」①）
四、「自由主義」の項に関しては、渡邊一民「近代日本の知識人』
（
一
九
七
六
年
、
筑
摩
書
房
）
を
多
く
参
考
に
し
た
。
中
島
健
蔵
も
「回想の文学」執筆するのと時を同じくして本書が発行され、
「
わ
た
く
し
の
回
想
の
裏
づ
け
と
し
て
、
時
々
引
用
さ
せ
て
も
ら
う
こ
とになろう。」ｓ回想の文学②」）と大きく評価している。
五、松本学が中心となって結成。言論の官僚統制が目的であった
と中島健蔵は『回想の文学」のなかで回想している。
六、「文芸読本横光利一』二九八一年、河出書房新社）のなか
の「「紋章』をめぐって」（中島健蔵、一九五三・’二）か
ら。
七
、
同
・
注
六
。
八
、
こ
の
当
時
、
中
島
が
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
団
体
名
を
挙
げ
ると、「国策研究座談会」「農山村文化協会後援会」「文芸中
央会」「文芸者会」「昭和研究会」「日本ペン倶楽部」「日本編
集者会」「東亜新秩序研究会」…などがある。
（
ま
つ
し
た
な
つ
み
・
国
際
日
本
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
博
士
後期課程一年）
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